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浜松市
78.3 万人
1,558 ㎢

静岡市
68.3 万人
1,412 ㎢

沼津市
18.5 万人
187 ㎢

三島市
10.6 万人
62 ㎢

函南町
3.6 万人
65 ㎢

伊豆市
2.7 万人
364 ㎢

伊豆の国市
4.6 万人
95 ㎢

　

世
界
遺
産
や
国
宝
が
あ
り
、

昨
年
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
に
も

な
っ
た
伊
豆
の
国
市
の
歴
史
や

文
化
財
が
、
ど
れ
ほ
ど
す
ご
い

も
の
か
ご
存
じ
で
す
か
？

　

今
月
の
文
化
財
通
信
で
は
、

先
史
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
伊

豆
の
国
「
史
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

文
化
財
は
、長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、

成
長
し
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
人
類

共
有
の
財
産
で
す
。
人
は
文
化
財
に
触
れ

て
、
先
人
た
ち
の
歴
史
を
感
じ
、
学
び
、

現
在
と
向
き
合
い
、
未
来
を
切
り
開
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
法
の
中
で
文
化
財
は
、「
有

形
文
化
財
」「
無
形
文
化
財
」「
民
俗
文
化

財
」「
記
念
物
」「
文
化
的
景
観
」「
伝
統

的
建
造
物
群
」に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

文
化
財
の
宝
庫
・
伊
豆
の
国

「
記
念
物
」の
う
ち
歴
史
的
価
値
が
高
い
集

落
跡
や
城
跡
、古
墳
な
ど
は
史
跡
と
呼
ば
れ
、

特
に
貴
重
な
も
の
は「
国
指
定
史
跡
」「
特

別
史
跡
」と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昔
の
建
築

物
や
美
術
品
な
ど
の「
有
形
文
化
財
」の
う
ち
、

世
界
文
化
の
見
地
か
ら
特
に
価
値
の
高
い
も

の
が「
国
宝
」で
、
文
化
財
の
中
で
も
、
人

類
が
共
有
す
べ
き
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
も

つ
も
の
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
が
登
録
し
た
も
の

が「
世
界
遺
産
」で
す
。

　

人
口
４
万
６
千
人
、
面
積
95
㎢
し
か
な
い

小
さ
な
伊
豆
の
国
市
に
は
、
６
つ
の「
国
指

定
史
跡
」、
１
つ
の「
国
宝
」、
１
つ
の「
世

界
遺
産
」が
ひ
し
め
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

近
隣
市
町
で
は
群
を
抜
い
て
多
く
、
人
口

　

そ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
見
せ
す
る
た
め
、
縄
文
時
代
の
土
器
な

ど
は
現
在
、
中
央
図
書
館
２
階
の
郷
土
資
料

館（
写
真
）で
展
示
・
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
極
め
て
狭
い
た
め
、

皆
さ
ん
が
見
ら
れ
る
の
は
、
ほ
ん
の
一
部
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
同
じ
中
央
図
書
館
の
地
下
に

は
特
別
収
蔵
室
が
あ
り
、
国
の
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
山
木

遺
跡
の
生
産
・
生
活
用
具（
木
製
品
な
ど
全

２
３
９
点
）を
保
管
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
静
岡
市
の
登
呂
遺
跡
に
勝
る
と
も
劣
ら

な
い
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
在
、
非
公
開
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を

市
民
の
皆
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
き
、

１
７
０
０
年
以
上

前
、
こ
の
地
に
暮

ら
し
た
人
々
の
生

活
に
思
い
を
は
せ

て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
だ

け
で
な
く
、
木
製
品
展
示
に
必
要
な
温
湿
度

の
調
整
機
能
を
備
え
て
い
な
い
た
め
、
や
む

を
得
ず
公
開
を
断
念
し
て
い
る
と
い
う
現
状

で
す
。
し
か
し
、
文
化
財
保
護
法
で
は
、
文

化
財
の
所
有
者
は
、
保
存
と
と
も
に「
で
き

る
だ
け
こ
れ
を
公
開
す
る
等
そ
の
文
化
的
活

用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
は
、
公
費
に
よ
っ
て
発
掘
調
査

や
研
究
を
行
い
、
そ
の
後
の
保
存
の
措
置
な

ど
を
講
じ
て
き
た

成
果
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
公
開
を

通
じ
て
還
元
し
な

く
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。

60
万
人
以
上
の
大
都
市
と
比
べ
て
も
、
決
し

て
ひ
け
を
と
ら
な
い
数
で
す
。（
上
グ
ラ
フ
参

照
）私
た
ち
の
伊
豆
の
国
市
が
文
化
財
の
宝

庫
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
時

代
に
お
い
て
、
こ
の
地
が
歴
史
の
重
要
な
舞

台
と
な
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
す
。

眠
り
続
け
る
重
要
文
化
財

中央図書館地下の特別収蔵室

大仁地区の縄文土器群

石櫃若舎人の刻銘が
ある附須恵器一括史跡北江間横穴群

史跡北条氏邸跡（円成寺跡）

史跡願成就院跡

韮山城跡及び付城跡群

史跡伝堀越御所跡

史跡韮山反射炉
狩野川放水路

問
文
化
財
課　

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
８

　

こ
れ
ら
の
文
化
財
を
公
開
す
る
施
設
は
、

た
だ
広
い
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
温
湿
度
の
調
整

機
能
を
備
え
る
だ
け
で
な
く
、
児
童
・
生
徒

に
よ
る
地
域
学
習（
史
跡
巡
り
）や
市
内
外

か
ら
の
一
般
客
の
来
訪
・
周
遊
と
の
連
動
性

も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち

が
訪
れ
や
す
い
場
所
に
、
新
し
い
文
化
財
展

示
施
設（
以
下
、
新
施
設
）の
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
計

画
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

新
し
い
文
化
財
展
示
施
設
を

中央図書館2階の現・郷土資料館

史跡北江間横穴群

史跡北条氏邸跡（円成寺跡）

韮

射炉史跡韮山反射

跡史跡伝堀越御所跡

史跡願成就院跡

跡群韮山城跡及び付城跡韮

山木遺跡の木製品等大仁地区の縄文土器群

問
企
画
課　
　

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
３

国宝運慶作五仏
（願成就院蔵）

史跡韮山役所跡・重要文化財江川家住宅

地震動の擦痕

伊
豆
の
国
市
文
化
財

さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の

多田大塚古墳群の出土品

地震動の擦痕

石櫃若若舎人の刻銘が

狩野川放水路


